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2020- 19秋学期 拡散 止 学生生活 方

1. 授業時 整案内
 1) 20 10授業時 整 休 時 分 分 再 整致、 。

 

午前
1 2

1, 2, 3 4, 5, 6
1 9:00~9:50  9:15~10:05

2 10:00~10:50 10:15~11:05

3 11:00~11:50 11:15~12:05

4 12:00~12:50 12:15~13:05
 

午後
1 2

2, 3, 5 1, 4
1 14:00~14:50 14:15~15:05

2 15:00~15:50 15:15~16:05

3 16:00~16:50 16:15~17:05

4 17:00~17:50 17:15~18:05
 

2. 授業方
授業前

 1) 着用 。

 2) 教室 入 前 発熱 有無 確、 。

 3) 教室 置 手消毒剤 手 消毒 。

 4) 一列 置 机 座 。

  

ex> 義室 机 形 例: 교사

1 2 3 4

5 6 7

8 9 10 11

 5) 十分 置 座 。

 6) 毎日 授業前 机 上 置 問診票 作成 担任 先生 提出、 。

授業後  
 7) 授業中 対 会 控 接触 下、 。

 8) 休 時 後 教室 再入室 時 必 手消毒剤 手 消毒、 、 。

授業後

 9) 授業後 公共施設 利用 控 帰宅、 。
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3. 学校生活 方
 1) 国 出入 可能 学生証 必 持参 。

[ ]国 教育員 出入 方法

  

[ ]学生証 持参 場合 [ ]学生証 持参 場合
国 入 口 에스원“ ” 機械 学生証 当  

学生証 当

통화2119+“ ”  →

국제교육원 학생 “ ” 伝

  学生証 持参 場合 学籍番号 聞 可能性 必 学生証 写真 撮 下

 2) 国 出入 口及 各 義室 入 口 体温 発熱 場合 行動方 従。 、 。

 3) 発熱 喉 痛 症状 場合 登校 担任 先生 絡、 、 。

 4) 19感染者 移動経 被 場合 担任 先生 絡、 。

 5) 利用 控 段 利用 下、 。

 6) 教室内 料以外 物 摂取禁止
 7) PC ( ) 大勢 利用 施設 利用 控、 、 。

 8) 控 得 場合 必 着用、 、 。

 9) 現在住 所 訪問場所 働 場所 感染者 出 場合 必 担任 先生 絡、 、 。

 症状 発生 時 対応方法

   ※ ( ) ( )病 学校 漢 保健 含 訪問 下 着用 必、 。

  ▷ ( )登校前 校外 発生 場合 登校、

    - 疾病管理本 ( 1339)☎ 又 城東区保健所( 02-2286-7172, ☎ 中国  02-2286-7175☎ ) 問 合 。

    - 保健所 措置内容 学校 知 (国 教育員 事務室 02-2220-1976~1977, 1665~1666)☎

  ▷ ( ) ( )登校後 校内 発生時 他 人 接触 場所  

      - 国 教育員 事務室( 02-2220-1976~1977, 1665~1666☎ ) 絡 。

      - 疾病管理本 ( 1339)☎ 又 城東区保健所( 02-2286-7172, ☎ 中国  02-2286-7175☎ ) 問 合 。

        : ( )別診療所 漢 大学病 応急室前 移動 場合 徒歩 自動 公共交 利用、 、 、

        : ( )保健所 移動 必要 場合 学生臨時保 施設 待機 可能性 漢 保健 事前 絡、   

    - 保健所 措置内容 学校 知 (国 教育員 事務室 02-2220-1976~1977, 1665~1666)☎    

   ※ 漢 大学国 教育員 絡先

言 絡先 言 絡先

中国 02-2220-1976~1977☎
  中国 以外

( )日本 英 可能、
02-2220-1665~1666☎

※ 感染者 接 動線 防疫期間 連絡 受 場合 授業 有 無 係 必 担任先生 行と したり かぶって から を けた の り しとは なく ず と、 、続
政 連絡 行チ ムに しないと けません。ー



부록 1 올바른 손씻기 및 기침 예절 



부록 2 코로나 감염증 예방 수칙 19 



부록 4 자가격리 대상자 가족 동거인 생활수칙 




